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１９ 生涯学習 
  

（１）学習活動を行う上で市に望む内容 

 

問３３ あなたが学習活動を行う上で、市にどのようなことを望みますか。次の中から２つまで

お答えください。 

〔ｎ＝684〕 

＜図１９－１：学習活動を行う上で市に望む内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

学習活動を行う上で市に望む内容としては、｢各種趣味の講座・教室の開催｣が 42.0％と最も高

く、次いで｢音楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実｣が 40.9％と上位 2 項目が他を大きく

引き離している。 

 

【経年比較】 

 経年変化でみると、｢各種趣味の講座・教室の開催｣は前回調査（平成 14 年）と比較して数値は

若干上がった。また、前回調査において 3 位だった「職業的知識や技能の講座等の開催」は今回

調査においては 17.8％で圏外となり 9.8 ポイント減少した。 

 

＜表１９－１：学習活動を行う上で市に望む内容：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (%)

平成11年 平成17年
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48.3 48.2
２位 音楽､美術､芸能､映画などの
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音楽､美術､芸能､映画などの
鑑賞機会の充実

38.8 44.2 44.2 20.8
３位

29.4 27.6 20.3

順位
平成14年

〔ｎ＝652〕
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各種趣味の講座・教室の開催

音楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実

次世代を担う青少年向けの講座等の開催や活動の支援
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家庭教育など、子どもの教育に関する講座等の開催

音楽演奏、美術制作、文芸創作などの芸術活動の支援
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経済、社会、時事の講座等の開催

女性問題に関する講座等の開催

その他

無回答
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【性別・性／年齢別】 

 性別でみると、｢音楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実｣は男性（34.3％）、女性（48.2％）

となっており、女性が男性を 13.9 ポイント上回っている。 

 

性／年齢別でみると、｢各種趣味の講座・教室の開催｣は女性の 30 歳代が 55.3％と他の性／年

齢層より高くなっている。また、｢音楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実｣は女性の 20

歳代（54.8％）、「次世代を担う青少年向けの講座等の開催や活動の支援」は男性の 20 歳代（31.3％）、

60 歳代（32.8％）で他の性／年齢層より比較的高くなっている。 

 

＜図１９－２：性別・性／年齢別：上位 6 項目＞ 
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（２）今後の図書館運営について望むこと 

 

問３４ あなたは、今後の図書館運営について何をお望みですか。 

〔ｎ＝684〕 

＜図１９－３：今後の図書館運営について望むこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

今後の図書館運営について望むこととしては、｢ゆっくり気軽に利用できるスペースの確保｣が

39.2％と最も高く、次いで｢図書資料・視聴覚資料の充実｣が 28.8％となっており、上位 2 項目が

他の項目より高い数値を示している。 

 

【経年比較】 

 前回調査（平成 14 年）と比較すると、上位の順位は前回と変わらないが、｢図書資料・視聴覚

資料の充実｣が 7.0 ポイント、｢ゆっくり気軽に利用できるスペースの確保｣が 6.2 ポイント増加し

ている。 

 

＜表１９－１：学習活動を行う上で市に望む内容：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・性／年齢別】 

 性別では、特に大きな差異はみられない。 

 

 性／年齢別でみると、｢ゆっくり気軽に利用できるスペースの確保｣が女性の 60 歳代が 63.1％

と最も高くなっている。他方、｢図書資料・視聴覚資料の充実｣は、男女ともに 30 歳代がそれぞれ

40.0％、40.4％と他の性／年齢層と比較して高くなっている。 

4.8

 ｎ
 (%)
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＜図１９-４：性別・性／年齢別＞ 
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２０ 男女共同参画社会 
  

（１）男女共同参画社会の要望 

 

問３５ 市では男女平等推進条例策定に向けて取り組んでいますが、男女が平等な立場で支え

合う男女共同参画社会を形成するため、あなたは市にどのようなことを望みますか。次

の中から２つまでお答えください。 

〔ｎ＝684〕 

＜図２０－１：男女共同参画社会の要望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

男女共同参画社会の要望としては、｢保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サー

ビスを充実する｣が 48.1％と最も高く、次いで｢学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女の平等

と相互の理解や協力についての学習を充実する｣が 30.6％、｢女性の就労の機会を増やしたり、女

性の職業教育や職業訓練を充実させる｣が 21.1％と続いている。 
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  と相互の理解や協力についての学習を充実する
女性の就労の機会を増やしたり、女性の職業教育

                        や職業訓練を充実する

男女平等を目指した法律・制度の制定や見直しを

                                        行う

DV（配偶者からの暴力）に悩む女性への支援を充

                                      実する
男女平等について、地域の習慣や人間関係を見直

  すための講習や講演会その他の働きかけをする

これからの女性の生き方に関する情報提供や相談

                                  を充実する

職場における男女の平等な取り扱いやセクシュア

　ルハラスメントの内容について周知徹底を行う
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　　　　　　　　　の理解や協力についてPRする

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進する

その他

無回答
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【経年比較】 

 前回調査（平成 14 年）と比較して、順位に変動はないが、｢学校教育や社会教育・生涯学習の

場で男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する｣が前回調査と比較して 7.6 ポイ

ント増加した。 

 

＜表２０－１：男女共同参画社会の要望：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・性／年齢別】 

 性別では、｢女性の就労の機会を増やしたり、女性の職業教育や職業訓練を充実する｣が、女性

（25.1％）、男性（18.2％）となっており、女性が 6.9 ポイント上回っている。 

 

性／年齢別でみると、｢保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実す

る｣は女性の 30 歳代、男性の 70 歳以上がそれぞれ 76.6％、65.6％となっており、他の性／年齢

層と比較して高くなっている。 
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＜図２０－２：性別・性／年齢別＞ 
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２１ 行財政改革 
  

（１）行財政改革を推進する際に取り組むべきこと 

 

問３６ 市では、社会経済状況の変化や多様化、複雑化する市民の行政への期待に対応するため、

簡素で効率的な行政システムの確立と安定した行財政運営を目指し、平成１５年９月に行

財政改革実施計画を策定し、財政の健全化、職員定数の削減などに取り組み、行財政改革

を推進しています。そこで、特に取り組むべきと思われるものを次の中から２つまでお答

えください。 

〔ｎ＝684〕 

＜図２１－１：行財政改革を推進する際に取り組むべきこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

行財政改革を推進する際に取り組むべきこととしては、｢職員の削減を図り、人件費を減らす｣

が 38.0％と最も高く、次いで｢職員の資質の向上を図るため、能力主義に基いた人事管理を行う｣

が 36.5％、｢民間に任せられる事務事業は、民間への委託に切り替える｣が 28.9％で続いている。 

 

【性別・年齢別・就業形態別】 

 性別でみると、｢民間に任せられる事務事業は、民間への委託に切り替える｣が男性（31.8％）、

女性（26.6％）となっており、男性が 5.2 ポイント上回っている。 

 

 年齢別でみると、｢職員の削減を図り、人件費を減らす｣は 60 歳代が 47.7％と最も高くなって

いる。また、｢民間に任せられる事務事業は、民間への委託に切り替える｣は 50 歳代が 37.8％と

他の年齢層と比較して高くなっている。 
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職員の削減を図り、人件費を減らす

職員の資質の向上を図るため、能力主義に基いた人事管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行う

民間に任せられる事務事業は、民間への委託に切り替える

行政と市民との協働の観点から行政の役割と市民の役割を

　　　　　　　　　見直し、事務事業の整理統合を進める

行政事務のＩＴ化を進め、事務事業の合理化を図るととも

にインターネットの活用による市民サービスの向上を図る

団体へ交付している補助金や負担金を見直して極力、削減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する

行政サービスによって利益を受ける人が経費を負担すると

　　　　　いう「受益者負担」の考え方をさらに推進する

その他

無回答
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 就業形態別でみると、｢職員の資質の向上を図るため、能力主義に基いた人事管理を行う｣は 

家族従業と学生がそれぞれ 55.6％、52.4％と他の就業形態と比較して高くなっている。 

 

＜図２１－２：性別･年齢別･就業形態別＞ 
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